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研究成果の概要（和文）：我々は200曲超のピアノ演奏名演を分析し、テンポ推移、各音の打鍵時刻や音量を変
位データとして記述した音楽演奏表情データベース（PEDB）を構築し、一般公開を進めてきた。PEDBは、演奏分
析や演奏の表情付けシステム開発を目的として、国内外約50研究機関で使用されてきたが、近年のデータ処理技
術の向上に伴い、その増強に対する期待が高まっている。
本申請研究では、コンテスト入賞クラスの12名のピアニストの協力を得て443演奏を収録、あわせて、それぞれ
の演奏を行う際に想定されたフレーズ構造についての聞き取りを実施し、CresrMuse PEDB version 2 として取
りまとめ、一般公開を実施した。

研究成果の概要（英文）：Music performance databases that can be referred to as numerical values play
 important roles in the research of music interpretation, analysis of expressive performances, 
automatic transcription, and performance rendering technology. We publicly released the CrestMuse 
Performance Expression Database (PEDB), which is a performance expression database of more than two 
hundred virtuoso classical piano performances of scores from the Baroque period through the early 
20th century, including music by Bach, Mozart, Beethoven, and Chopin. 
Responding to the demand to increase the database, we started a three-year project in 2016 to 
develop a second edition of the CrestMusePEDB. As an outcome of this research project, we published 
CrestMusePEDB version 2, which includes 443 performances that contain quantitative data and phrase 
information about what the pianists had in mind while playing the performance.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
音楽解釈、演奏の表情付け、自動採譜、演奏同期技術などの研究において、数値として参照しうる演奏データベ
ースの存在は極めて重要な意味を持つ。申請者らは、これまでに、ピアノ名演奏を対象とした演奏表情データベ
ースCrestMuse PEDBの構築・一般公開を進めてきたが、機械学習研究の進展に伴い、その増強に対する大きな期
待を受けていた。また、演奏の素性となる演奏者の解したフレーズ構造は、上記の研究実施において極めて重要
な情報となるが、これまでにその情報を所収したデータベースは存在せず、活用したい場合には専門家に依頼す
るなどして推定するしかなかった。本研究はこのような要請に応えて実施するものである。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
	 音楽解釈、演奏の表情付け、自動採譜、演奏同期技術などの研究において、数値として参照し
うる演奏データベースの存在は極めて重要な意味を持つ[1,2,3]。申請者らは、これまでに、JST 
戦略的創造研究推進事業の支援(2005.10〜2011.3)を受け、ピアノ名演奏を対象とした 200曲超
の演奏表情データベース CrestMuse PEDB (Performance Expression DataBase) 1.0〜3.1の構
築・一般公開を進めてきた[4]。CrestMuse PEDB 1.0〜3.1では、バッハ、モーツァルト、ショ
パン等の楽曲の著名ピアニスト演奏の音響信号を、確かな耳を持った演奏家複数人が、IT 技術
を利用しつつ、MIDIレベルの演奏制御情報として採譜し、そのデータから、テンポ推移、各音
の打鍵時刻や音量の変位情報を抽出し、XML形式で記述したデータを所収している。PEDBは、
国内外約 50 研究機関において演奏分析や表情付けシステムのための参照データとして利用さ
れ、この間、音楽情報検索などのデータ処理技術の向上、特に、機械学習の研究の進展にも対応
し、当該領域の研究の進展に大きく貢献してきた。しかしながら、その規模は、音声処理や自然
言語処理分野において利用されてきたものとの比較においては小さいものであり、その増強を
求める声が日々に高まりつつあった。 
 
２．研究の目的 
	 本研究では、上述のように、音楽演奏データベースに対するニーズに応えるものとして、MIDI
ピアノを利用して数 100事例規模のデータ増強を実施することを第一の目的とする。 
	 演奏表情データは、演奏の表情付けシステムや音楽解釈の研究を実施する際に欠かせないも
のであるが、CrestMuse PEDB 1.0〜3.1を含め、現時点でアクセスできるものほぼすべてにお
いて、演奏者の演奏解釈にかかる情報は含まれず、その情報を利用したい場合、専門家の意見を
聞くなりして推定するしか取り得る手段がなかった。この問題に対応するものとして、本研究で
は、新規演奏収録にあわせて、演奏者から、直接、演奏者自身が解した音楽構造（フレーズ構造・
頂点音）の聞き取りを実施し、演奏データとともに、データベースとして公開していくことを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
	 本研究では、コンテスト入賞歴のあるピ
アニストの協力を得て、演奏データととも
にフレーズや頂点音等、演奏の素性となる
音楽構造のデータセットを取得し、そのデ
ータベース化を進める。図１にデータ作成
手順、ならびにデータベースにおける配布
データ情報を示す。 
	 ピアニストには、指定した収録予定曲の
リストを渡す際に、演奏曲のフレーズ構造
に関する情報を収集する旨の説明を実施し
た。 
	 音楽家が演奏を行うにあたっての音楽解
釈、また、楽譜に書き込みを行う際の様式
も十人十色である。本研究では、記述の仕
方の違いによって構造が違ってしまうこと
を避けるため、図２に示すように、（最も良
く聞こえてくる）メロディ列に対してフレ
ーズグループ構造データを与えること、フ
レーズグループ構造は入れ子構造がない木
構造として表現すること、各グループに一
つのグループの中で最も印象の残る頂点音
を記す（ない場合は記さなくてもよい）旨
のインストラクションを実施した。今回、
フレーズ構造については、ピアニスト自身
が解したものの他に、ピアノソナタ第 11番 
イ長調 K. 331 に代表されるように、楽譜
の版（出版社）によって明らかなフレーズ
構造の差があるもの、指揮者であり演奏表
現の指導者としても知られる保科洋による
フレーズ構造[5]の演奏表現についてもデ
ータ収録を実施した。演奏収録後は、適宜
収録データを視聴してもらいつつ、フレー
ズ構造データの確認作業を実施した。その後、オリジナルに開発したツールを用いて楽譜データ
と演奏データの対応関係を求めて、マッチングファイルを作るとともに、電子的に可読可能なフ
レーズデータを作成していった（図３参照）。 

 
 

図１ データ作成の流れ 

色付けしたデータがデータベースに所収する配

布データである 

 

 
 

図 2 フレーズ構造例．ブラケットがグループの

範囲、赤丸を配した音が頂点音 



４．研究成果	
	 図４にショパン Nocturne No.2 に対す
る二人のピアニストの解したフレーズ構
造事例を示す。この事例では２名とも一階
層のフレーズを解しているが、グループ境
界や頂点音に違いがあることが読み取れ
る。 
	 本研究を通じて、合計 23譜例について
は 12名のピアニストの演奏、一部ピアニ
ストの考え方のために収録できなかった
ものもあるが、解釈違いを別カウントとし
た場合 35 譜例について 12 名の演奏、計
411演奏を収録することができた（図５参
照）。また、１名については、この他に、
作品を変えて 32 演奏を集録し（図６参
照）、合計 443演奏を所収したデータベースを構築することができた。 
 

図 3 楽譜と演奏の対応付ツールの操作画面 

 
a) player1                       b)  player 2 

図 4 ピアニストによるフレーズ構造の違い（PDF 形式）．フレーズ階層は両ピアニスト共に一階

層であるが、フレーズ境界、頂点音に違いが見られる 

図 5 12 名のピアニストによる演奏例リスト （x マークを記したものがデータベース所収分） 



	
また、本データベースを用いたフレーズ構造の聴取者への意図伝達の研究に着手しており、新た
に科学研究費助成事業	挑戦的研究(萌芽)の助成を受け、引き続き、研究を進めている。	
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